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東大和市実施計画を策定しました  …2面
平成 27年度市・都民税
　　　　　　　　　主な改正内容  …2面
12月 3日～ 9日は障害者週間  ………3面
年末年始のごみ収集にご協力ください  …3面
保育施設入所の申込み  ………………4面
児童・ひとり親家庭の手当・助成制度  …5面

〈人口と世帯 / 26.11.1現在〉

前月比内外国人
住 民 数

住 民 基本台帳
（外国人住民数を含む）

9人増（　402人）42,601人男
27人増（　667人）43,523人女
36人増（1,069人）86,124人計

37,743世帯世帯
10月の出生者数（外国人住民数を含む）男23人  女27人

　

人
権
と
は
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
権
利

で
あ
り
、
幸
せ
に
生
き
る
為
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
は
、「
す
べ

て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等

で
あ
る
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
憲
法
で
も
、
す
べ

て
の
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で

あ
り
、
人
種
や
性
別
、
社
会
的

身
分
な
ど
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ

な
い
こ
と
、
教
育
を
受
け
、
職

業
を
自
由
に
選
ぶ
権
利
が
あ
る

こ
と
、
お
互
い
の
意
思
で
結
婚

で
き
る
こ
と
な
ど
が
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
様
々

な
人
権
侵
害
の
問
題
が
存
在
し

て
い
ま
す
。人
権
週
間
を
機
に
、

あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
差
別
に
よ
る
人
権
侵
害

部
落
差
別
（
同
和
問
題
） 

　

同
和
問
題
は
、
封
建
時
代
の

身
分
制
度
や
歴
史
的
、
社
会
的

に
形
成
さ
れ
た
人
々
の
意
識
に

起
因
す
る
差
別
が
様
々
な
形
で

現
れ
て
い
る
重
大
な
人
権
問
題

で
す
。現
在
も
な
お
、様
々
な
差

別
を
受
け
、
基
本
的
人
権
を
侵

害
さ
れ
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
差
別
行
為
は
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
に
対
す
る
差
別
・
虐
待

　

平
均
寿
命
の
伸
び
や
少
子
化

を
背
景
と
し
て
、
高
齢
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
当
市
で

は
総
人
口
に
占
め
る　

歳
以
上

６５

の
割
合
は　

％
を
超
え
、
約
４

２４

人
に
１
人
が　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
豊
か

な
経
験
や
知
識
が
あ
り
な
が
ら

も
、
年
齢
を
理
由
に
社
会
参
加

の
機
会
が
奪
わ
れ
た
り
、
住
宅

の
賃
借
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
者
に
よ
る
身
体

的
・
心
理
的
虐
待
や
介
護
放
棄
、

高
齢
者
の
家
族
等
が
本
人
に
無

断
で
そ
の
財
産
を
処
分
・
活
用

し
た
り
す
る
経
済
的
虐
待
な
ど
、

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
尊
厳
・
権
利
が
尊

重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
社
会
を

目
指
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、共
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

女
性
に
対
す
る
差
別 

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定

的
に
と
ら
え
る
意
識
は
今
も
根

強
く
残
っ
て
お
り
、
家
庭
や
職

場
に
お
い
て
様
々
な
男
女
差
別

を
生
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
や
恋
人
等
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職

場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
犯
罪
な
ど

の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
も
、

重
大
な
人
権
問
題
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

障
害
者
に
対
す
る
差
別
・
虐
待

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理

解
や
配
慮
は
、
い
ま
だ
十
分
で

な
く
、
そ
の
結
果
、
障
害
の
あ

る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
が
阻

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状

況
の
中
、
障
害
者
雇
用
促
進
法

の
改
正
や
障
害
者
差
別
解
消
法

が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
差
別
解

消
に
向
け
た
取
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
互
い
に
尊
重
し
、
地
域

で
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
一
日

も
早
い
到
来
が
待
た
れ
ま
す

（
３
面
の
障
害
者
週
間
も
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

人
権
週
間 

１２
月
4
日
貅
〜
１０
日
貉
 

み
ん
な
で
築
こ
う
 
人
権
の
世
紀
 

〜
考
え
よ
う
 
相
手
の
気
持
ち
 
育
て
よ
う
 
思
い
や
り
の
心
〜
 

人権イメージキャラクター 
人ＫＥＮまもる君 

◎
差
別
を
な
く
す
た
め
に

　

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
、

「
人
権
」
と
い
う
視
点
か
ら
も

う
一
度
考
え
直
し
て
み
る
と
、

何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
日
常

生
活
の
中
に
も
、
様
々
な
問
題

が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。

　

人
は
皆
、
幸
せ
に
生
き
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
を
取
り
巻
く
現
実
を
知

り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人

権
に
つ
い
て
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
、
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
総
務

管
財
課
・
内
線
１
３
１
１
ま
で
。

○女性の人権を守ろう 
○子どもの人権を守ろう 
○高齢者を大切にする心を育てよう 
○障害のある人の自立と社会参加を進めよう 
○同和問題に関する偏見や差別をなくそう 
○アイヌの人々に対する理解を深めよう 
○外国人の人権を尊重しよう 
○HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう 
○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう 
○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう 
○インターネットを悪用した人権侵害をなくそう 
○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう 
○ホームレスに対する偏見をなくそう 
○性的指向を理由とする差別をなくそう 
○性同一性障害を理由とする差別をなくそう 
○人身取引をなくそう 
○東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう 

人権週間強調事項 
人権イメージキャラクター 
人ＫＥＮあゆみちゃん 

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
直
接
、
議
会
事
務
局
（
市
役

所
２
階
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

通
常
の
会
議
時
間
は
午
前
９
時

　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時　

分

３０

３０

〜
５
時
で
す
（　

月
２
日
貂
は

�
�

�
�
�
�
�

１２

午
後
１
時　

分
か
ら
開
会
）。会

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

３０

議
時
間
・
下
表
の
日
程
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
／
議
会

事
務
局
・
内
線
２
０
０
２
ま
で
。

平
成
２６
年
第
4
回 

　
　 

市
議
会
定
例
会 

内　　容会　議開　催　日

開会・議案の審
議等本 会 議12月2日貂

※午後1時30分開会

一般質問本 会 議12月3日貉～9日貂
（6日・7日は除く）

付託案件の審査
等常任委員会12月10日貉～

12日貊
委員会審査報告
等・閉会本 会 議12月16日貂

12月 1日～平成 27年 1月 31日は「政治家の寄附禁止強化期間」です～贈らない、求めない、受け取らない～

ごみ有料化へのご協力 
　　　ありがとうございます 

ごみの処理量が 
　　減少しました 
引き続き減量にご協力ください 

ごみ有料化に伴う減量効果（10月分・速報値）

前年同月比平成25年
10月

平成26年
10月種　　　別

△207.1t
（△15.0％）1,381.1t1,174.0t可燃ごみ

△53.3t
（△59.4％）89.8t36.5t不燃ごみ

△3.4t
（△3.9％）86.2t82.8t容器包装

プラスチック
蜴問合せ　ごみ対策課・内線1241まで。

人権週間の催し物・相談窓口
人権パネル展
　12月4日（木）～10日（水）／市役所1階市民ロビー／パネル展示、人権啓発冊子・啓発物品の配布
／問合せ　総務管財課・内線1311まで。
講演と映画の集い
【in東村山】12月13日（土）午後1時30分～4時50分／東村山市立中央公民館ホール／講演「スポ
ーツを通じた国際交流～国籍を乗り越えて～」宮澤ミシェル氏（サッカー解説者・元Jリーガー）
／映画「ふたたびswing me again」【in葛飾】12月17日（水）午後1時30分～5時15分／かつしかシ
ンフォニーヒルズモーツァルトホール／講演「人生は8合目からがおもしろい」田部井淳子氏（登
山家）／映画「グォさんの仮装大賞」【共通事項】無料（当日先着順）／託児室（要予約）、手話
通訳・要約筆記有り／問合せ　東京都総務局人権部�03-5388-2588へ。
男女共同参画に関するパネル展示
12月4日（木）～10日（水）／市役所1階市民ロビー／問合せ　市民生活課・内線1715まで。
男女共同参画相談窓口を開設しています
　「男女で仕事の内容に違いがある」「昇進・昇格に男女差別がある」「上司からパワーハラスメ
ントを受けている」等で困っていませんか。　市では、男女が平等で誰もが暮らしやすい社会を目
指して、「男女共同参画相談窓口」を開設しています。女性相談員が個別に相談に応じ、解決方法
を探します。
　月～金曜日午前8時30分～午後5時（祝日・年末年始は除く）／事前予約制／問合せ　市民生活
課・内線1715まで。※秘密は厳守しますので安心してご相談ください。
人権身の上悩みごと相談をご利用ください
　法務大臣から委嘱された6人の人権擁護委員の方々（小林行雄氏・高橋榮氏・鈴木一顴氏・眞闢
一郎氏・佐々木榮子氏・野上ミチ子氏）が人権に関する相談等を行っています。
　毎月第3木曜日午前9時30分～正午／市民相談室（市役所4階）／事前予約制／問合せ　秘書広
報課・内線1413まで。
夜間人権ホットライン
　差別などの人権に関する法律相談を弁護士が夜間に電話でお受けします。お困りごとなど、お
気軽にご相談ください。個人の秘密は厳守します。
　12月4日（木）午後5時～8時（相談時間は10分程度。無料）／ホットライン�03-5824-9495・
9496／問合せ　（公財）東京都人権啓発センター�03-3871-0212へ。
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▽
実
施
計
画
の
意
義　

こ
の
実

施
計
画
は
、
第
四
次
基
本
計
画

（
計
画
期
間 ：

平
成　

年
度
〜
平

２５

成　

年
度
）
に
掲
げ
た
目
標
の

３３
達
成
と
新
た
な
行
政
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
主
要

事
業
」「
財
源
対
策
実
施
項
目
」

「
市
財
政
の
現
状
」
の
三
部
構

成
で
策
定
し
た
も
の
で
す
。

▽
実
施
計
画
の
期
間　

平
成　
２７

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

２９

３
年
間
と
し
ま
す
。

▽
実
施
計
画
の
内
容

�
主
要
事
業

　

緊
急
を
要
す
る
事
業
や
、
継

続
性
の
あ
る
重
要
な
事
業
に
絞

り
込
み
、
第
四
次
基
本
計
画
の

施
策
の
体
系
に
基
づ
い
て
組
み

立
て
た
も
の
を
「
主
要
事
業
」

と
し
て
定
め
ま
し
た
。
３
年
間

の
主
要
事
業
の
総
額
は
、
約
八

六
億
三
、
七
〇
〇
万
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

�
財
源
対
策
実
施
項
目

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
額

２６

を
基
準
に
、
一
般
会
計
の
経
常

的
な
財
政
収
支
の
予
測
を
し
た

う
え
で
、「
主
要
事
業
」
を
実
施

し
た
場
合
に
生
じ
る
財
源
不
足

（
３
年
間
で
約
二
四
億
六
、
〇

〇
〇
万
円
）
の
圧
縮
を
図
る
た

め
の
財
源
対
策
を
掲
載
し
ま
し

た
。

�
市
財
政
の
現
状

　

一
般
会
計
の
決
算
に
お
け
る

統
計
調
査
に
よ
り
、
市
財
政
の

東
大
和
市
実
施
計
画
を

　
　
策
定
し
ま
し
た

計
画
期
間
 

平
成
２７
年
度
〜
２９
年
度
 

■
市
・
都
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
延
長
・
拡
充

　

今
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

８
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
う
一

時
の
税
負
担
増
加
に
よ
る
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
、
市
・
都
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用

期
間
が
平
成　

年　

月　

日
ま

２９

１２

３１

で
４
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
期
間
の
う
ち
、
平

成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年

２６

２９

　

月　

日
に
居
住
を
開
始
し
た

１２

３１

方
に
つ
い
て
は
、
左
表
１
の
と

お
り
控
除
限
度
額
が
拡
充
さ
れ

ま
す
。

■
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡

所
得
等
に
係
る
軽
減
税
率
の
廃

止
　

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡

所
得
等
に
係
る　

％
の
軽
減
税

１０

率（
所
得
税
７
％
、市
民
税　

％
、

１.８

都
民
税　

％
）
の
特
例
措
置
は
、

１.２

平
成　

年　

月　

日
を
も
っ
て

２５

１２

３１

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
２６

１
月
１
日
以
後
は
、
左
表
２
の

と
お
り
、
本
則
税
率
の　

％
２０

（
所
得
税　

％
、市
民
税
３
％
、都

１５

民
税
２
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
非
課
税
口
座
内
の
少
額
上
場

株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
及
び

譲
渡
所
得
等
の
非
課
税
措
置

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
創
設

　

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡

所
得
等
に
係
る
軽
減
税
率
の
廃

止
に
あ
わ
せ
て
、　

歳
以
上
の

２０

居
住
者
を
対
象
と
し
て
、
平
成

　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の
間

２６

３５

に
、
年
間　

万
円
を
上
限
と
し

１００

て
非
課
税
口
座
で
取
得
し
た
少

額
上
場
株
式
等
の
配
当
や
譲
渡

益
が
最
長
５
年
間
非
課
税
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.n
ta.

go.jp

）ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
課
税

課
・
内
線
１
０
５
４
ま
で
。

年
１
月
９
日
貊
ま
で
の
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
の
間
、
職

３０
員
課
で
配
布
し
ま
す
（
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
）。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
応
募
受
付　

平
成　

年
１
月

２７

現
状
を
各
指
標
で
表
し
ま

し
た
。

▽
実
施
計
画
の
見
直
し

予
算
と
の
整
合
性
を
図
り
、

社
会
・
経
済
情
勢
な
ど
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

毎
年
度
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

▽
販
売
・
閲
覧
・
貸
出

�
販
売　

企
画
課
（
市
役

所
４
階
）、市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）
で

販
売
（
１
部　

円
）
し
ま

２００

す
。

�
閲
覧　

企
画
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

�
貸
出　

企
画
課
、
図
書

館
で
貸
し
出
し
ま
す
。

※
計
画
全
文
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内

線
１
４
２
３
ま
で
。

日
貍

�
内
容　

教
養
試
験
（
保
健
師

及
び
歯
科
衛
生
士
は
教
養
試
験

に
代
え
て
専
門
試
験
）、小
論
文

試
験
、
性
格
適
性
（
職
場
適
応

性
）
検
査

▽
募
集
要
項
の
配
布　

平
成　
２７

平成27年度 
市・都民税 
　主な改正内容 

� �������������������������������������������������������������������������

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
１

２７

日
付
で
採
用
す
る
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
採
用
職
種
・
予
定
人
数　

一

般
事
務
（
身
体
障
害
者
）、保
健

師
、
歯
科
衛
生
士：

若
干
名

▽
応
募
資
格

①
一
般
事
務
（
身
体
障
害
者
）：

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成

６２

５
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

�
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、

か
つ
介
助
員
な
し
に
職
務
の
遂

行
が
可
能
な
方

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
１５

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
保
健
師：

昭
和　

年
４
月
２

５８

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
保
健

師
免
許
を
有
す
る
方

③
歯
科
衛
生
士：

昭
和　

年
４

５８

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

歯
科
衛
生
士
免
許
を
有
す
る
方

※
②
③
は
、
平
成　

年
３
月
末

２７

日
ま
で
に
行
わ
れ
る
国
家
試
験

に
よ
り
当
該
免
許
を
取
得
す
る

見
込
み
の
方
を
含
み
ま
す
。

▽
採
用
試
験
（
第
一
次
試
験
）

�
試
験
日　

平
成　

年
１
月　

２７

２４

市職員を募集 
一般事務（身体障害者）・ 
保健師・歯科衛生士 

７
日
貉
〜　

日
貍

１０

※
受
付
時
間
・
受
付
場
所
は
、募

集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類　

当
市
規
定
の
履

歴
書
及
び
受
験
票
等

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
具
体
的
な
都
市
計

画
の
指
針
と
な
る
「
市
の
将
来

像
」
や
「
地
域
ご
と
の
街
づ
く

り
の
考
え
方
」
等
、
都
市
施
設

整
備
の
目
標
と
な
る
「
東
大
和

市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
改

定
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す 

都
市
マ
ス
タ
ー 

　

プ
ラ
ン（
改
定
案
）

ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
方
に
直
接

回
答
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
改
定
案
の
閲
覧　
　

月　

日

１２

１５

豺
以
降
、
都
市
計
画
課
（
市
役

所
２
階
）
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
意
見
の
提
出
方
法　

都
市
計

画
課
へ
直
接
持
参 
す
る
か
、
郵

送
（
〒　
　

東
大
和
市
中
央
３

２０７-
８５８５

―　

）、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

―

９３０

０４２

５６３

５
９
３
０
）、メ
ー
ル（tosh

ik
e

ik
ak
u
@
city
.h
ig
ash
iy
am
at

o.lg
.jp

）
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
必
ず
都
市
計
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
受
信
後
に
受

け
付
け
た
旨
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

▽
意
見
募
集
期
限　

平
成　

年
２７

１
月
５
日
豺
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
４
ま
で
。

　

平
成　

年
１
月
２
日
〜
平
成

２６

　

年
１
月
１
日
に
新
築
ま
た
は

２７増
築
さ
れ
た
家
屋
に
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
と
都

２７市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
課
税
の

基
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を
算

出
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
家
屋
に
は
、
市

の
職
員
が
お
伺
い
し
、
家
屋
の

床
面
積
や
内
部
・
外
部
の
使
用

資
材
・
仕
上
げ
な
ど
を
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
該
当
家

屋
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
日
程
や
時
間
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を

し
た
場
合
も
、
次
年
度
か
ら
課

税
を
し
な
い
た
め
の
処
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

家
屋
調
査
に 

　
　
　
　

ご
協
力
を 

　

市
で
は
、
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
土
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
毎
年
、
現
況
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
地

の
現
況
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め
に

必
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
は
、
身
分
証
明
証
を
携

行
し
た
市
の
職
員
が
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
７
ま
で
。

固
定
資
産（
土
地
）の 

現
況
調
査 

東大和市実施計画〔主要事業〕計上金額（3年間合計）

4,663,971千円29件
第1章「豊かな人間性と文化をはぐくむまちを築くために」
�学校給食施設建設及び運営（2,929,191千円）
�私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助（65,016千円）
�小・中学校学習支援（54,207千円）　ほか

第
四
次
基
本
計
画
の
分
野
別
計
画

1,083,297千円19件
第2章「健康であたたかい心のかよいあうまちを築くために」
�（仮称）総合福祉センター施設整備及び運営（545,500千円）
�学童保育事業の充実（60,357千円）
�高齢者見守りぼっくす設置（36,321千円）　ほか

21,898千円3件
第3章「暮らしと産業が調和した活力あるまちを築くために」
�グルメコンテスト実行委員会運営費補助（11,700千円）
�東大和市ふれあい広場運営（7,638千円）

2,541,382千円38件

第4章「環境にやさしく安全で快適なまちを築くために」
�市役所本庁舎及び現業棟耐震改修等（784,447千円）
�都市計画道路3・5・20号線整備（405,339千円）
�公園長寿命化整備（特色ある公園づくりを含む）（158,354千円）
�街路灯LED化（76,000千円）　ほか

222,750千円4件
第5章「相互の理解と協力に支えられるまちを築くために」
�個人番号カード交付（165,912千円）
�コンビニエンスストアにおける住民票の写し等交付（42,881千円）
�施設予約管理システム導入（8,794千円）　ほか

103,960千円3件
行財政運営
�社会保障・税番号制度導入に伴うシステム改修等（60,807千円）
�公共施設のあり方検討（35,851千円）　ほか

8,637,258千円96件計

表 1　市・都民税の住宅ローン控除の延長・拡充

控除限度額居住日

所得税の課税総所得金額等×5％（最高97,500円）平成26年1月1日～
平成26年3月31日

所得税の課税総所得金額等×7％（最高136,500円）平成26年4月1日～
平成29年12月31日

※所得税の住宅ローン控除可能額のうち、所得税から控除しきれなかった額を、上記控除限度
額の範囲内で住民税から控除するものです。
※平成26年4月～平成29年12月の金額は、消費税率8％で住宅を購入した場合です。消費税率
5％で購入した場合の控除限度額は所得税の課税総所得金額等の5％（最高97,500円）です。

表 2　上場株式等の配当・譲渡所得等に
係る軽減税率の廃止

改正後（平成26年
1月1日から）

改正前（平成25年
12月31日まで）

15％7％所得税

5％  
（市民税3％、
都民税2％）

3％   
（市民税1.8％、
都民税1.2％）

市民税・
都民税

20％10％合計

国民健康保険税の納付はお済みですか 国民健康保険税（第 5 期）は 12月 1日（月）が納期限です。納付がお済みでない方は、
至急、納付をお願いします／問合せ　納税課・内線1041まで
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障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

皆
、
同
じ
社
会
の
中
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
支
え
あ
い
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共

生
社
会
の
形
成
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民

の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、障
害
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

を
促
進
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
障
害
者
週
間
に
合

わ
せ
て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及

促
進
事
業
及
び
障
害
者
理
解
促

進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜
今
月
は

東
大
和
市
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及

促
進
月
間
で
す

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
の
手
助
け
を
必

要
と
す
る
人
が
、
普
段
か
ら
身

に
付
け
て
お
き
、
緊
急
時
や
災

害
時
等
に
周
囲
の
人
の
配
慮
や

手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く
す

る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

　

市
で
は
、市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
障
害
（
障
害
者
手
帳
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
難
病
、

発
達
障
害
、高
次
脳
機
能
障
害
、

認
知
症
等
で
生
活
に
支
障
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
方
も
含
む
）

が
あ
り
希
望
す
る
方
に
配
布
し

ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
必
要
な

12月3日貉～9日貂は  
 
 障害者週間 

　

市
で
は
、
世
帯
全
員
が　

歳
７０

以
上
の
方
及
び
障
害
の
あ
る
方

の
ご
自
宅
に
、
災
害
時
に
備
え

て
家
具
転
倒
防
止
器
具
を
無
料

で
お
取
り
付
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
で
構
成
す
る
世
帯
の
全
員

が「
①　

歳
以
上
」「
②
身
体
障

７０

害
者
手
帳
２
級
以
上
」
「
③
愛

の
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
」

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

※
過
去
に
こ
の
制
度
及
び
平
成

　

年
度
ま
で
防
災
安
全
課
で
実

２３施
し
て
い
た
事
業
で
取
付
を
し

た
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▽
支
給
内
容　

家
具
転
倒
防
止

用
の
「
つ
っ
ぱ
り
棒
」、
Ｔ
字
型

家
具
転
倒
防
止
器
具
、
家
具
転

倒
防
止
板
な
ど

※
器
具
の
種
類
や
数
量
は
、
①

の
方
は
高
齢
介
護
課
（
市
役
所

２
階
）、②
③
の
方
は
障
害
福
祉

課
（
市
役
所
１
階
）
で
配
布
す

る
申
請
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
今
年
度
取
付
予
定
数

�
①
は　

世
帯
分

４３

�
②
③
は
合
わ
せ
て　

世
帯
分

１０

※
申
請
が
取
付
予
定
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法　
　

月　

日
貊
ま

１２

１２

で
に
、
所
定
の
申
請
書
で
①
の

方
は
高
齢
介
護
課
、
②
③
の
方

は
障
害
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
内
容
を
審
査
後
、

取
付
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

▽
問
合
せ　

①
の
方
は
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
６
ま
で
、

②
③
の
方
は
障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

　

平
成　

年
度
か
ら
を
対
象
期

２７

間
と
す
る
福
祉
分
野
の
計
画
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
第
五
次
地
域
福
祉
計
画
・
健

康
増
進
計
画
】

▽
日
時
（
内
容
は
同
一
で
す
）

�
１
回
目：

　

月　

日
貅
午
後

１２

１８

２
時
〜
４
時

�
２
回
目：

　

月　

日
貅
午
後

１２

１８

７
時
〜
９
時

▽
投
票
日　
　

月　

日
豸

１２

１４

▽
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午

後
８
時

▽
期
日
前
・
不
在
者
投
票
期
間

・
衆
議
院
議
員
（
小
選
挙
区
選

出
、比
例
代
表
選
出
） ：

　

月
３

１２

日
貉
〜　

日
貍

１３

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査 ：

　

月
７
日
豸
〜　

日
貍

１２

１３

▽
期
日
前
・
不
在
者
投
票
時
間

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

▽
期
日
前
・
不
在
者
投
票
所

市
役
所
会
議
棟
第
１
会
議
室

※
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る

方
は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
裏

面
の
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼

請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
記

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
投
票
が
で
き
る
方　

平
成
６

年　

月　

日
以
前
に
生
ま
れ
た

１２

１５

方
で
、
平
成　

年
９
月
１
日
以

２６

前
に
転
入
届
出
を
し
て
、
引
き

続
き
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
選
挙
公
報
配
布　

選
挙
公
報

（
立
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、

政
見
を
記
載
）
は
、　

月　

日

１２

１０

頃
に
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

時
〜
３
時　

分
３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
内
容　

�
講
演 ：

眼
の
病
気
と
医
療
の
現

実
〜
最
近
見
え
に
く
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か　

こ
の
サ
イ
ン

こ
の
病
気
〜
／
仲
泊
聡
氏
（
国

立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
第
二
診
療
部
長
）

�
講
話：

目
が
見
え
な
い
人
に

出
会
っ
た
ら
〜
視
覚
障
害
者
の

く
ら
し
〜
／
浜
畑
ヒ
ロ
子
氏

（
市
内
視
覚
障
害
者
団
体
ひ
と

み
サ
ー
ク
ル
代
表
）

�
ア
イ
マ
ス
ク
体
験：

見
え
な

い
世
界
を
体
験
し
よ
う

�
点
字
体
験
コ
ー
ナ
ー：

点
字

で
名
前
を
打
っ
て
み
よ
う

�
資
料
展
示
・
視
覚
障
害
者
相

談
コ
ー
ナ
ー

◎
地
域
自
立
支
援
協
議
会

▽
日
時　
　

月　

日
貉
午
後
２

１２

１７

時
か
ら

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
議
題　

第
３
次
東
大
和
市
障

家
具
転
倒
防
止
器
具
を 

お
取
り
付
け
し
ま
す 

支
援
内
容
や
緊
急
連
絡
先
を
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
配
布
場
所　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）、高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）、み
の
り
福
祉

園
、
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
ウ
エ
ル
カ
ム
、
市
内
の
障
害

者
相
談
支
援
事
業
所

▽
申
込
方
法　

配
布
場
所
の
開

所
時
間
内
に
、
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
カ
ー

ド
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◎
市
民
の
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
手
助
け
が
障
害
の
あ
る
人

の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す

　

障
害
の
あ
る
人
の
中
に
は
、

助
け
て
欲
し
く
て
も
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
人
、
困
っ
て
い
る

事
自
体
を
理
解
し
づ
ら
い
人
も

い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
困

っ
て
い
て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
時
は
、
周
囲
に
い

る
方
が
、
記
載
内
容
に
沿
っ
た

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
障
害
者
理
解
促
進
事
業
「
見

え
な
い
世
界
を
知
ろ
う
〜
視
覚

障
害
者
と
と
も
に
〜
」

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
た
ち

は
、「
見
え
な
い
世
界
」
で
普
段

ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
か
、
最
新
の
医
療
事
情
も

交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　
　

月
７
日
豸
午
後
１

１２

害
者
計
画
・
第
４
期
東
大
和
市

障
害
福
祉
計
画
（
素
案
）
ほ
か

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
当

１０

日
先
着
順
）

▽
手
話
通
訳　

手
話
通
訳
を
希

望
す
る
方
は
、　

月
８
日
豺
ま

１２

で
に
障
害
福
祉
課
（
フ
ァ
ク
ス

　

―　

―
５
９
２
８
）
へ
お
申

０４２

５６３

し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
障
害

福
祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

第
　
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 
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平成27年度からを 
対象期間とする 
　　福祉分野の計画 

説明会を  
　　　開催  

�
大
掃
除
に
よ
る
ご
み
や
落

葉
・
枝
木
等
は
、
収
集
日
程
を

確
認
し
、
一
度
に
多
量
に
出
さ

な
い
よ
う
数
回
に
分
け
て
、
必

ず
朝
８
時
ま
で
に
所
定
の
場
所

に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
落
葉

や
枝
木
等
は
出
す
前
に
十
分
乾

燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

不
燃
ご
み
の
収
集
は
月
１
回
で

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
パ
ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ
等
、
市

で
収
集
で
き
な
い
物
や
粗
大
ご

み
の
処
理
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ

ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
年
末
の
粗
大
ご
み
の
受
付
は

電
話
が
集
中
し
て
つ
な
が
り
に

く
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

�
注
意
シ
ー
ル
を
貼
ら
れ
た
も

の
は
、出
し
た
方
が
引
き
下
げ
、

正
し
く
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
収
集
袋
に
入
っ
て
い
て
も
、

分
別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
収

集
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
分
別
方

法
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

�
年
末
・
年
始
の
収
集
日
程
は
、

ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

■
粗
大
ご
み
・
し
尿
等
、
年
内

処
理
の
お
申
込
み
は
お
早
め
に

　

年
内
処
理
の
申
込
期
限
及
び

申
込
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
粗
大
ご
み　

申
込
期
限　
　
１２

月　

日
貊
／
申
込
先　

粗
大
ご

１２
み
受
付
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―

０４２

５６２

６
５
０
０
へ
。

▽
く
み
取
り
式
便
所
の
し
尿
く

み
取
り　

申
込
期
限　
　

月　
１２

１２

日
貊
／
申
込
先　

ご
み
対
策
課
・

内
線
１
２
４
１
ま
で
。

▽
浄
化
槽
の
清
掃　

申
込
期
限

　

月
８
日
豺
／
申
込
先　

ご
み

１２対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

※
申
込
状
況
に
よ
り
、
年
内
処

理
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

▽
申
込
書
配
布
期
間　
　

月
１

１２

日
豺
〜
９
日
貂

▽
申
込
書
配
布
場
所　

市
民
生

活
課
（
市
役
所
３
階
、
土
・
日

曜
日
は
除
く
）、市
民
セ
ン
タ
ー

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

▽
申
込
期
間　
　

月　

日
貊
ま

１２

１２

で
に
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都

営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
に
郵
送

（
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
資
格
等
の
詳
細
は
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
住
宅
供
給

公
社
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー

�　

―
３
４
９
８
―
８
８
９

０３
４
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
へ
。

�
３
回
目：

　

月　

日
貍
午
後

１２

２０

２
時
〜
４
時

【
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
、
第
３
次

障
害
者
計
画
・
第
４
期
障
害
福

祉
計
画
】

▽
日
時
（
内
容
は
同
一
で
す
）

�
１
回
目：

　

月　

日
貍
午
前

１２

２０

　

時
〜
正
午

１０�
２
回
目：

　

月　

日
豺
午
後

１２

２２

２
時
〜
４
時

�
３
回
目：

　

月　

日
豺
午
後

１２

２２

７
時
〜
９
時

【
共
通
事
項
】

▽
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �������������������������������������

市役所本庁舎に来庁した方の 
行政手続き等の手話通訳を行います。 

配置日　 5日貊・12日貊・19日貊・26日貊 
配置時間　 午前9時～午後5時 
待機場所　 相談室2（市役所１階食堂向かい）　  
問合せ　 障害福祉課・内線1123 
　　　　 ファクス 042－563－5928まで。 

今月の手話通訳者配置日 

都
民
住
宅（
中
堅
所
得 

者
・
家
族
向
け
） 

　

入
居
者
を
募
集 

不燃ごみの収集日に、スプレー缶類や有害ごみの収集はありません スプレー缶類や有害ごみは、透明または半透明の袋に品目ごとに入れて、
缶・びんの収集日に排出してください。／ごみ対策課・内線 1241 まで
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市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
て
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら

工
事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が
り

角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め
の

境
界
票
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト 
杭 
、

く
い

金
属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
等
の
際

に
は
、こ
れ
ら
を
動
か
し
た
り
、

壊
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
１
ま
で
。

�

「東大和元気ゆうゆう体操」in 市役所中庭 12 月 1 日（月）午後 0 時 30分 ～ 0 時 50分に市役所中庭で東大和元気ゆうゆう体操を行います（雨天時中
止）。事前の申込みは不要です。みんなで体を動かしましょう／問合せ　高齢介護課・内線 1179 まで

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
１

２７

日
か
ら
保
育
施
設
入
所
を
希
望

す
る
方
の
申
込
み
を
、
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

▽
入
所
の
申
込
み
が
で
き
る
方

次
の
よ
う
な
仕
事
・
病
気
等
に

よ
り
、
日
常
的
に
就
学
前
の
お

子
さ
ん
の
保
育
に
あ
た
れ
な
い

保
護
者

�
就
労
し
て
い
る
（
常
勤
、
パ

ー
ト
、
自
営
、
内
職
）。

�
出
産
予
定
月
の
前
後
２
か
月
、

合
計
５
か
月
以
内
。

�
疾
病
等
に
よ
り
、
入
院
ま
た

は
通
院
し
て
い
る
。

�
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

�
介
護
を
要
す
る
ま
た
は
長
期

入
院
等
を
し
て
い
る
親
族
の
介

護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

�
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い

る
。

�
就
学
ま
た
は
就
労
の
技
能
取

得
を
常
態
と
し
て
い
る
。

�
求
職
活
動
を
し
て
い
る
。

▽
申
込
受
付
期
間
・
時
間　
　
１２

月
１
日
豺
〜　

日
貊
午
前
８
時

１２

　

分
〜
午
後
５
時

３０※
日
曜
日
は
除
く
。　

月
６
日

１２

貍
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時　
３０

分
〜
正
午
で
す
。

▽
受
付
場
所　

保
育
課
（
市
役

所
１
階
）

※
市
外
の
保
育
施
設
に
入
所
を

希
望
す
る
場
合
で
も
、
受
付
場

所
は
東
大
和
市
と
な
り
ま
す
。

受
け
付
け
た
申
請
書
は
、
入
所

を
希
望
す
る
保
育
施
設
の
あ
る

市
区
町
村
に
送
付
し
ま
す
。
申

込
期
限
を
ご
確
認
の
う
え
、
余

裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。市
区
町
村
で
受
付
期
間
、

必
要
書
類
、
申
込
条
件
は
異
な

り
ま
す
。

▽
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
保

育
給
付
費
支
給
認
定
兼
保
育
利

用
申
請
書

②
同
意
書
／
利
用
申
請
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト

③
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
が

確
認
で
き
る
書
類
（
勤
務
証
明

書
等
）

※
①
②
の
書
類
、勤
務
証
明
書
、

自
営
業
就
労
状
況
申
立
書
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
保
育
施
設
入
所
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
保
育
施
設
入
所
案
内
の
配
布

場
所　

保
育
課
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
、清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
、
市
内
保
育
施
設

◎
他
の
保
育
施
設
へ
の
転
所
を

希
望
す
る
方
へ

　

現
在
、
保
育
所
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
平
成　

年
４
月
１

２７

日
か
ら
他
の
保
育
施
設
に
転
所

を
希
望
す
る
場
合
は
、
転
所
希

望
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

新
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、

入
所
の
申
請
を
す
る
場
合
と
同

じ
書
類
も
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

転
所
希
望
届
は
、
保
育
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
期
間
・
時
間
、

受
付
場
所
は
、
入
所
申
込
み
の

場
合
と
同
じ
で
す
。

◎
現
在
待
機
中
の
方
へ

　

平
成　

年
度
に
申
込
み
を
し

２６

て
現
在
待
機
中
で
、
平
成　

年
２７

度
の
保
育
施
設
入
所
・
転
所
を

希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
込

み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
育

課
・
内
線
１
７
５
３
ま
で
。

保
育
施
設 

　
　
入
所
の
申
込
み 

　

市
で
は
、平
成　

年
度
か
ら
、

２７

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、

小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
持

つ
保
護
者
の
方
は
、
学
童
保
育

所
の
利
用
申
込
み
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
所
入
所
案
内
（
入

所
申
請
書
）
は
、　

月
３
日
貉

１２

か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▽
入
所
の
申
込
み
が
で
き
る
方

仕
事
・
病
気
等
の
た
め
に
、
放

課
後
に
小
学
６
年
生
ま
で
の
児

童
の
監
護
に
あ
た
れ
な
い
保
護

者
の
方

▽
入
所
案
内
配
布
場
所　

青
少

年
課
（
市
役
所
３
階
）、市
民
セ

ン
タ
ー
、
児
童
館
、
蔵
敷
公
民

館
、
狭
山
公
民
館

▽
申
込
受
付
日
時
・
場
所　

次

の
と
お
り

※
申
込
み
に
は
、
申
請
書
の
ほ

か
必
要
書
類
（
保
護
者
の
勤
務

証
明
書
等
）
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
１
ま
で
。

学童保育所 
入所の申込み 

■
冬
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組

　

郷
土
博
物
館
で
は
、　

月　
１２

１３

日
貍
か
ら
冬
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。
曜
日

等
に
よ
り
、
内
容
が
異
な
り
ま

す
が
、
全
番
組
で
星
座
解
説
が

あ
り
ま
す
。
メ
ガ
ス
タ
ー
の
星

空
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

投
影
途
中
で
入
退
場
は
で
き

ま
せ
ん
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
期
間　
　

月　

日
貍
〜

１２

１３

平
成　

年
３
月
８
日
豸

２７

※
休
館
日
は
除
く
。

※　

月　

日
豸
午
後
３
時
の
回

１２

１４

は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

に
変
わ
り
ま
す
。そ
の
他
、内
容

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

◎
冬
番
組
「
ア
ー
ス
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」

　

オ
ー
ロ
ラ
や
流
星
群
、
雪
な

ど
地
球
を
包
む
大
気
で
起
こ
る

現
象
を
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
し
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

午
後
３
時

※
投
影
時
間
は
、
星
空
解
説
も

含
め
て　

分
程
度
で
す
。

４５

◎
こ
ど
も
番
組
「
ぼ
く
た
ち
惑

星
８
兄
弟
」

　

太
陽
先
生
の
授
業
で
、
惑
星

の
大
き
さ
や
性
質
を
学
び
ま
し

ょ
う
。
歌
も
歌
い
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
と
も
に
午
前　

時
１１

※
投
影
時
間
は
、
星
座
解
説
も

含
め
て　

分
程
度
で
す
。

４０

◎
星
空
番
組
「
メ
ガ
ッ
ト
く
ん

の
星
空
観
察
〜
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
」

　

メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空
を
た
く

さ
ん
楽
し
め
る
番
組
で
す
。
A

L
M
A
望
遠
鏡
が
あ
る
チ
リ
の

星
空
も
紹
介
し
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
と
も
に
午
後
１
時

※
投
影
時
間
は
、
星
座
解
説
も

含
め
て　

分
程
度
で
す
。

４０

◎
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
お
休
み

　

番
組
据
付
作
業
の
た
め
、　
１２

月
９
日
貂
〜　

日
貊
の
プ
ラ
ネ

１２

タ
リ
ウ
ム
投
影
は
お
休
み
で
す
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ハ
ン
ド
ベ

ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
満
天
の

星
空
と
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
こ
の
時
間
の
通
常
番

組
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
　

月　

日
豸
午
後
３

１２

１４

時
〜
３
時　

分
４５

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
出
演　

ベ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

９０

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
�　

―　

―
４
８
０
０

０４２

５６７

ま
で
。

郷
土
博
物
館 

■
市
民
企
画
保
育
付
講
座
「
あ

り
の
ま
ま
で
ハ
ッ
ピ
ー
♪
ラ
イ

フ
」

　

い
ろ
い
ろ
な
ア
ル
バ
ム
を
作

っ
た
り
、
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
で
踊

っ
た
り
し
て
、
自
分
の
た
め
の

時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

成
人
の
方

▽
期
日
・
内
容　

平
成　

年
１

２７

月　

日
貉
は
、
簡
単
ス
ク
ラ
ッ

２１
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
。
１
月　

日
貉

２８

は
、
か
わ
い
い
ス
タ
ー
ブ
ッ
ク

作
り
。
２
月
４
日
貉
は
、
幸
せ

メ
イ
ク
セ
ラ
ピ
ー
。
２
月　

日
１８

貉
は
、
や
さ
し
い
サ
ル
サ
ダ
ン

ス
①
。
２
月　

日
貉
は
、
や
さ

２５

し
い
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
②
。
３
月

４
日
貉
は
、
や
さ
し
い
サ
ル
サ

ダ
ン
ス
③
。
３
月　

日
貉
は
、

１１

や
さ
し
い
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
④

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

人
２０

※
講
座
、
保
育
と
も
に
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。
保

育
は
、
初
め
て
保
育
室
を
利
用

す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

▽
保
育　

対
象
は
満
１
歳
〜
就

学
前
の
幼
児
。
定
員
は　

人
。

１０

事
前
に
慣
ら
し
保
育
及
び
懇
談

会
が
あ
り
ま
す
。　

月　

日
貉

１２

１７

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
材
料
費　

約
一
、
〇
〇
〇
円

※
詳
細
は
受
講
決
定
者
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

狭
山
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
０
０
ま
で
。

５６５
■
成
人
趣
味
教
養
講
座
『「
記
録

が
伸
び
る
」
走
り
方
が
そ
こ
に

は
あ
る　

〜
目
か 
ら
鱗
の 
ラ
ン

う
ろ
こ

!!

ニ
ン
グ
術
〜
』

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
成
人
の
方

▽
期
日
・
内
容　

①
平
成　

年
２７

１
月　

日
貅

：

練
習
計
画
、
故

１５

障
の
予
防
②
１
月　

日
貅

：

筋

２２

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
、
ウ

ェ
ア
・
シ
ュ
ー
ズ
の
選
び
方
③

１
月　

日
貅

：

正
し
い
フ
ォ
ー

２９

ム
の
習
得
④
２
月　

日
貅

：

食

２６

事
・
水
分
補
給
、
レ
ー
ス
中
の

注
意
点
⑤
３
月
７
日
貍

：

実
技

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
時
間　

①
〜
④
午
後
７
時
〜

９
時
⑤
午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

中
央
公
民
館
、
都
立

東
大
和
南
公
園
（
予
定
）

▽
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

▽
講
師　

大
隈
広
貴
氏
（
有
限

会
社
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
・
ウ
イ
ズ
代
表
取
締
役
、

エ
チ
オ
ピ
ア
女
子
マ
ラ
ソ
ン
ラ

ン
ナ
ー
強
化
育
成
コ
ー
チ
）

▽
申
込
期
間　
　

月
２
日
貂
〜

１２

　

日
貍

２０※
定
員
に
達
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４
■
子
ど
も
体
験
講
座
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
和
だ
こ
を
作
ろ
う
♪
」

▽
対
象　

幼
児
〜
小
学
生

※
幼
児
の
場
合
は
親
が
同
伴
。

▽
日
時　
　

月　

日
貊
午
後
１

１２

２６

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
講
師　

手
島
正
夫
氏
（
江
戸

凧
作
り
愛
好
家
）

▽
費
用　
　

円
（
材
料
代
）

１５０

▽
持
ち
物　

絵
の
具

▽
申
込
み　
　

月
２
日
貂
か
ら
、

１２

蔵
敷
公
民
館
�　

―　

―
０
５

０４２

５６６

５
１
へ
。

公
　
民
　
館 

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
門
出
を

お
祝
い
し
て
、
成
人
式
の
式
典

と
成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ
る

催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。
案
内

状
は　

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

１２

▽
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日

〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

▽
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２７

１２

（
祝
日
）
午
後
１
時
か
ら

※
午
後
０
時　

分
受
付
開
始

３０

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
、
市
報
平
成　

年
２７

１
月
１
日
号
及
び
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

成
人
式 

道
路
等
と 

私
有
地
と
の 

境
界
の
確
認
を 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

場所時間受付日

青少年課（市
役所 3 階）

午前 8 時30分
　   ～午後5時

平成27年
1月5日豺～ 15日貅
※土・日曜日、祝日
は除く。

市役所会議
棟第 1 会議室

午後 5 時30分
　　　  ～8時1月8日貅・ 13日貂

保育課（市役
所 1 階）前

午前 8 時30分
           ～正午1月 10日貍
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こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
等
を

受
給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当

（
ひ
と
り
親
家
庭
等
が
対
象
の

手
当
）
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成　

年　

月
以
降

２６

１２

は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差
額

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件

に
該
当
す
る
方
で
、
児
童
扶
養

手
当
額
よ
り
少
額
の
年
金
（
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年

金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な

ど
）
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
月
額
は
、

児
童
１
人
の
場
合
、
全
部
支
給

で
四
万
一
、
〇
二
〇
円
、
一
部

支
給
で
九
、
六
八
〇
円
〜
四
万

一
、
〇
一
〇
円
（
所
得
に
応
じ

て
決
定
）。
児
童
２
人
以
上
の
加

算
額
は
、
２
人
目
は
五
、
〇
〇

〇
円
、
３
人
目
以
降
は
１
人
に

つ
き
三
、
〇
〇
〇
円
で
す
。
児

童
が
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
で

き
る
場
合
は
、
差
額
の
計
算
が

複
雑
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
対
象
と
な

っ
た
方
は
、
平
成　

年
３
月
ま

２７

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
支

給
開
始
月
は
、
支
給
要
件
に
該

当
し
た
日
等
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

◎
今
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
振

込
月
で
す

　

平
成　

年
８
月
〜　

月
分
の

２６

１１

児
童
扶
養
手
当
を
、　

月
５
日

１２

貊
に
振
り
込
み
ま
す
。
振
り
込

み
か
ら
口
座
に
入
金
さ
れ
る
ま

で
に
、
日
数
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
子
育
て

支
援
課
・
内
線
１
７
６
１
ま
で
。

児童・ひとり親家庭対象の手当・助成制度等のご案内 
受付は随時行っていますので、該当する方は、子育て支援課（市役所1 階）で申請してください。申請する時は、必要書類や条件等が異なるため、お問い合わせください。制度によ
っては、所得制限があるものや重複して受けられないものもあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年 12月現在）

問合せ手当月額・助成内容等所 得 制 限対　　　　象　　　　者名　　　　称

子
育
て
支
援
課
手
当
・
助
成
係

内
線
1
7
6
1
〜
1
7
6
3

0～3歳未満（3歳の誕生月まで） 15,000円
3歳～小学校修了前
　　　第1・2子は10,000円、第3子以降は15,000円
中学生 10,000円
特例給付 5,000円

あり（所得制
限超世帯に特
例給付として
支給有）

　15歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児童を養育している方児 童 手 当

全部支給 41,020円
一部支給 9,680円～41,010円
（児童2人目以降の加算有）

全部停止 0円

あり（扶養義
務者を含む）

　次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある
児童（一定の障害がある場合は20歳未満）を養育しているひとり親家庭等の父また
は母または養育者
　父または母が死亡／父母が婚姻を解消／父または母が重度の障害を有する／父または
母が保護命令を受けた／父または母が生死不明／父または母に引き続き1年以上遺棄
されている／父または母が引き続き1年以上拘禁されている／婚姻によらないで生まれた

児童扶養手当

児童1人につき 13,500円
あり

　次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある
児童を養育しているひとり親家庭等の父または母または養育者
　父または母が死亡／父母が婚姻を解消／父または母が重度の障害を有する／父または
母が保護命令を受けた／父または母が生死不明／父または母に引き続き1年以上遺棄
されている／父または母が引き続き1年以上拘禁されている／婚姻によらないで生まれた

育成手当

児

童

育

成

手

当 児童1人につき 15,500円　次のいずれかに該当する20歳未満の児童を養育している方
  「身体障害者手帳」1・2級程度／「愛の手帳」1～3度程度／脳性まひ、進行性筋萎縮症障害手当

保険診療の自己負担分を助成（入院時の食事療
養標準負担額は除く） なし　義務教育就学前（6歳に達した日以後の最初の3月31日まで）の乳幼児を養育して

いる方
乳 幼 児
医 療 費 助 成

保険診療の自己負担分外来1回200円を上限とし、そ
れ以外を助成（入院時の食事療養標準負担額は除く） あり　6歳に達した日以後の最初の4月1日から15歳に達した日以後の最初の3月31日ま

での間にある児童を養育している方 
義務教育就学児
医 療 費 助 成

保険診療の自己負担分を助成（一部自己負担は
除く）
※一部自己負担分
【住民税課税世帯】
　《通院の場合》定率1割（上限12,000円/月）
　《入院の場合》定率1割（上限44,400円/月）
　　　　　　　　入院時の食事療養標準負担額
【住民税非課税世帯】
　入院時の食事療養標準負担額

あり（扶養義
務者を含む）

◎次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある
児童（一定の障害がある場合は20歳未満）を養育しているひとり親家庭等の父また
は母及びその児童
　父または母が死亡／父母が婚姻を解消／父または母が重度の障害を有する／父ま
たは母が保護命令を受けた／父または母が生死不明／父または母に引き続き1年以上
遺棄されている／父または母が引き続き1年以上拘禁されている／婚姻によらないで
生まれた
◎父または母が監護しない上記のような児童及び父母が死亡した児童を養育する養
育者及びその児童

ひとり親家庭等
医 療 費 助 成

医療保険各法による医療給付を適用し、その残
額から月額自己負担限度額を控除した額を助成
する等

所得に応じた
月額自己負担
限度額あり

　18歳未満で小児慢性疾患対象疾病にかかっている方（18歳以降についても継続し
て更新手続きを行った場合に限り、20歳まで延長可能）

小児慢性疾患
医 療 費 助 成

子
育
て
支
援
課
母
子
・
女
性
相
談
係

内
線
1
7
6
4

�育児
�家事全般

所得に応じた
自己負担あり

　児童のいるひとり親家庭で、次の一時的な理由等によりホームヘルパーの派遣が
必要な方
�ひとり親家庭となって2年以内で生活環境が激変
�保護者が職業能力開発センター等に通学　　�自立のための就職活動等
�保護者の疾病、出産、看護、事故、冠婚葬祭、学校行事等
�小学校3年生以下の児童がいる家庭で保護者の就業の事情

ひとり親家庭
ホームヘルプ
サ ー ビ ス

★主な貸付資金
　①修学資金
　②就学支度資金
　③技能習得資金
　④生活資金
　⑤転宅資金
　　　　　　　　　　　　　ほか

　都内に6か月以上居住しているひとり親家庭の母等で、20歳未満のお子さんを養育している方東京都母子及び父
子福祉資金の貸付

　配偶者がいない、都内に6か月以上居住している女性で
（ 1 ）親・子・兄弟姉妹などを扶養している方（所得制限なし）
（2）親・子・兄弟姉妹などを扶養していない方は、年間所得が2,036,000円以下で、次のい
　　ずれかに該当する方
　　①かつて母子家庭の母として子を扶養したことのある25歳以上の方②婚姻歴のある40歳以上の方

東京都女性福祉
資 金 の 貸 付

　

東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
で
は
、
広
く
市
民
の
模
範
と

な
る
行
為
を
し
た
青
少
年
を
、

善
行
青
少
年
と
し
て
表
彰
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
該
当
す
る

青
少
年
が
い
ま
し
た
ら
、
各
青

少
年
団
体
等
の
代
表
者
を
通
し

て
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
表
彰
の
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で　

歳
以
上
の
方

１８

▽
推
薦
期
限　

平
成　

年
１
月

２７

　

日
貂

１３▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

▽
期
間　
　

月
３
日
貉
〜　

日

１２

１７

貉
の
間
の
開
館
日

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階
ロ

ビ
ー

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

平
成 

　 

年
　
月
　 

日
か
ら 

26

12

1

児
童
扶
養
手
当
法
が 

一
部
改
正
さ
れ
ま
す 

善
行
青
少
年
を 

ご
推
薦
く
だ
さ
い 

図
書
館
で 

不
用
に
な
っ
た
図
書
を 

　
　
　
お
譲
り
し
ま
す 

図書館からのお知らせ（12月）
おはなし会

実施日・時間対象（【　】は内容）場　所
 5日 （金）午後3 時30分
～4時、20日（土）午後 
2時～2時30分

4歳～小学1年生
(保護者入場可)

20日はクリスマスおはなし会
中央図書館
�042-564
-2454 13日（土）・20日（土）

午後3 時30分～4時
小学2年生以上

20日はクリスマスおはなし会

12日（金）
午前 10時30分～11時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】
12日はクリスマスおはなし会

桜が丘図書館
�042-567
-2231 11日（木）

午後3 時30分～4時
4歳以上

11日はクリスマスおはなし会
11日（木）
午前 10時30分～11時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】清原図書館

�042-564
-2944 10日（水）・24日（水）

午後3 時30分～4時
4歳以上

24日はクリスマスおはなし会
※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

移動図書館「みずうみ号」巡回日程
巡回日巡回時間ステーション名

10日（水）・24日（水）
午後1時30分～2時15分多摩湖畔自治会集会所前
午後2時30分～3時15分上北台団地東側
午後3時30分～4時15分蔵敷公民館

 3 日（水）・17日（水）
午後2時30分～3時15分向原市民センター
午後3時30分～4時15分清水神社境内

※悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館までお問
い合わせください。

開館時間・休館日
日土金木水火月

午前 10時～
午後 5 時午前 10時～午後 7 時

休館日
 午前10 時 
～午後5時

中央図書館

午前 10時～午後 5 時
桜が丘図書館

休館日清原図書館
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館） 
毎月第 3木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始
中央図書館・桜が丘図書館 ：12月2・9・16・18・23・28～平成27年1月4日
清原図書館 ：12月1・2・8・9・15・16・18・22・23・28～平成27年1月6日

「税の作文」「税の標語」市長賞作品展 中学生を対象とした「税の作文」「税の標語」コンクールにおいて、市長賞を受賞した作品を展示します。ぜひご
覧ください／期間　12月 8日（月）～ 19日（金）／場所　市役所 １階市民ロビー／問合せ　課税課・内線1054まで
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■
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種

対
象
者　

対
象
者
に
は
、
個
別

に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
／
接
種
を
受
け
る
際
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
の
確

認
で
き
る
物
を
医
療
機
関
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
ハ
ガ
キ
は
な

く
て
も
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
）

／
接
種
期
限　
　

月　

日
貍
／

１２

２７

接
種
費
用　

二
、
二
〇
〇
円

■
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種

対
象
者　

平
成　

年
度
対
象
と

２６

さ
れ
て
い
る
年
齢
（
生
年
月
日
）

の
方
に
は
、
個
別
に
予
防
接
種

問
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
／

今
ま
で
に
一
度
も
接
種
を
し
た

こ
と
の
な
い
方
が
、
こ
の
問
診

票
を
使
っ
て
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
／
問
診
票
は
、

接
種
当
日
に
直
接
医
療
機
関
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
／
接
種
期
限

平
成　

年
３
月　

日
貂
／
接
種

２７

３１

費
用　

五
、
〇
〇
〇
円

【
高
齢
者
予
防
接
種
の
共
通
事

項
】

�
対
象
年
齢
以
外
の
方
や
、
体

調
不
良
等
で
接
種
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
全
額
自

己
負
担
で
す
。
接
種
を
希
望
し

て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
接
種

を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
生
活
保
護
受
給
者
、
ま
た
は

中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
受

給
者
の
方
は
、
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
事
前
に
市
役
所
で
受

給
証
明
書
の
発
行
を
受
け
、
接

種
当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
／

　

月
４
日
貅
午
前
９
時　

分
〜

１２

３０

　

時
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

１１母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に
は
、
個

別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

■
育
児
相
談
会
〜
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
〜

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
も
歓
迎
）
／
子
育
て

に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し
ょ

う
／　

月　

日
貉
午
前
９
時　

１２

１０

３０

分
〜　

時
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

１１

ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／　

月
３

１２

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

予
約
制
）
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
ぜ
ん
息
患
者
の
み
な
さ
ん
へ

〜  
都 ○
医
療
券
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）

の　

歳
以
上
の
新
規
認
定
が
終

１８
了
し
ま
す

　

平
成　

年
４
月
か
ら
東
京
都

２７

大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度
の

改
正
に
伴
い
、  
都 ○ 
医
療
券
（
気

管
支
ぜ
ん
息
）
の　

歳
以
上
の

１８

新
規
認
定
が
終
了
し
ま
す
。

　

新
規
の
申
請
は
平
成　

年
３

２７

月　

日
貂
ま
で
に
窓
口
で
行
っ

３１
て
く
だ
さ
い
（
申
請
に
必
要
な

書
類
の
作
成
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
な
る
べ
く
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
）。

申
請
の
対
象
者
（
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方
）
①
気
管
支
ぜ

ん
息
に
り
患
（　

歳
未
満
の
方

１８

は
慢
性
気
管
支
炎
、
ぜ
ん
息
性

気
管
支
炎
、肺
気
し
ゅ
も
対
象
）

②
都
内
に
引
き
続
き
１
年
（
３

歳
未
満
は
６
か
月
）
以
上
住
所

を
有
す
る
（
都
内
に
住
民
登
録

が
必
要
）
③
健
康
保
険
等
に
加

入
し
て
い
る
④
喫
煙
し
て
い
な

い
／
助
成
内
容　

認
定
さ
れ
た

疾
病
の
治
療
に
要
し
た
医
療
費

の
う
ち
、
保
険
適
用
後
の
自
己

負
担
額
を
助
成
し
ま
す
／
申
請

窓
口
及
び
手
続
に
関
す
る
問
合

せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　
０４２

―　

―
５
２
１
１
／
制
度
に
関

５６５
す
る
問
合
せ　

東
京
都
福
祉
保

健
局
環
境
保
健
衛
生
課　

―
５

０３

３
２
０
―
４
４
９
２
（
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

■
社
会
教
育
委
員
会
議

　
　

月　

日
貂
午
前　

時
か
ら

１２

１６

１０

／
中
央
公
民
館
／
傍
聴
者
の
定

員　

５
人
（
先
着
順
）
／
当
日

直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
／
社
会
教
育
課
・
内
線
１
５

５
３
ま
で
。

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　
　

月　

日
貂
午
後
７
時
か
ら

１２

１６

／
中
央
公
民
館
／
傍
聴
者
の
定

員　
　

人
（
先
着
順
）
／
当
日

１０

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

／
高
齢
介
護
課
・
内
線
１
１
７

１
ま
で
。

■
医
療
費
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
と
健
康

に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
費
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加

入
し
て
い
る
方
が
、
平
成　

年
２６

９
月
に
医
療
機
関
等
で
受
診
し

た
際
の
医
療
費
と　

月
に
柔
道

１０

整
復
師
か
ら
市
に
対
し
て
請
求

の
あ
っ
た
療
養
費
の
全
体
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
た
だ
し
、

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医

療
機
関
等
に
か
か
っ
た
総
医
療

費
等
が
三
、
〇
〇
〇
円
未
満
の

も
の
は
除
く
）。国
保
の
場
合
、

他
法
・
他
施
策
等
に
よ
る
自
己

負
担
軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る

場
合
を
除
き
、
医
療
費
等
の
額

の
う
ち
、
３
割
（
未
就
学
児
は

２
割
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
の

７０

方
は
１
割
か
ら
３
割
。た
だ
し
、

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合

に
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
）

を
被
保
険
者
が
病
院
な
ど
の
窓

口
で
支
払
い
、
残
り
は
国
保
税

や
国
の
負
担
金
な
ど
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
（
例
え
ば
、
３

割
負
担
の
方
が
三
、
〇
〇
〇
円

を
窓
口
で
支
払
っ
た
時
は
、七
、

〇
〇
〇
円
を
国
保
が
負
担
し
て

い
ま
す
）。
適
切
な
受
診
は
、
国

保
財
政
の
健
全
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
国
保
の
運
営
に
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
申
請

等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
の
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
１
ま
で
。

■
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〜
今
月

の
テ
ー
マ
は
「
や
ま
と
っ
く
ん
」

と
「
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん
」
で
す

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）
で
は
、「
や
ま
と
っ
く

ん
」
と
「
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん
」
を

紹
介
し
ま
す
。「
や
ま
と
っ
く
ん
」

と
「
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん
」
は
、
教

育
委
員
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
様
々
な
発
行
物
等
に
使
用

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
は
す
っ

か
り
お
な
じ
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
「
や
ま
と
っ
く
ん
」
や
「
や

ま
と
っ
く
ん
」
が
主
人
公
の
物

語
も
紹
介
し
ま
す
／
文
書
課
・

内
線
１
３
２
１
ま
で
。

�����������������������������������������������������������������������������������������������������

□
じ
ゃ
ら
ん
じ
ゃ
ら
ん
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
（
か
た
つ
む
り
の
会

作
業
所
）
／
市
民
／　

月
２
日

１２

午
前　

時
〜　

時　

分
、
午
後

１１

１１

４０

１
時　

分
〜
２
時　

分
／
上
北

３０

１０

台
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
工
藤
流

菊
華
会
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の

演
奏
／
■問
 

か
た
つ
む
り
の
会
作

業
所　

―　

―
１
０
２
８

０４２

５６７

□　

・
６
東
大
和
市
民 
の 
つ 
ど 
い

１２
（
東
大
和
９
条
の
会
）
／
市
民

／　

月
６
日
午
前　

時
〜
正
午

１２

１０

／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／　

人
３００

／
第
１
部

：

岩
手
県
の
伝
統
芸

能
「
中
野
七
頭
舞
」、第
２
部

：

講
演
会
／
■講
 

孫
崎
享
／
■費
 
　

円
５００

（
資
料
代
）
／
■問
 

鳥
谷　

―　

―

０４２

５３７

７
３
１
７

□
公
開
医
学
講
座
「
た
か
が
脱

腸
、
さ
れ
ど
脱
腸
〜
そ
け
い
ヘ

ル
ニ
ア
・
腹
壁
ヘ
ル
ニ
ア
〜
」

（
社
会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）

／　

月
６
日
午
後
３
時
〜
４
時

１２
／
東
大
和
病
院
／
■講
 

木
庭
雄
至

／
申
込
み
不
要
／
■問
 

法
人
本
部

広
報
企
画
課　

―　

―
８
３
０

０４２

５６７

７□
第　

回
ミ
ニ
み
ん
な
の
家
ま

１１

つ
り（「
社
会
福
祉
法
人
み
ん
な

の
会
」
を
さ
さ
え
る
会
）
／
市

民
／　

月
７
日
午
前　

時
〜
午

１２

１０

後
２
時
／
奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ

ー
／
餅
つ
き
、
バ
ザ
ー
、
模
擬

店
、
作
業
所
作
品
販
売
／
バ
ザ

ー
品
の
提
供
も
お
願
い
し
て
い

ま
す（
大
型
家
具
、電
化
製
品
、

人
形
等
は
除
く
）
／
■問
 

第
二
み

ん
な
の
家　

―　

―
０
２
６
７

０４２

５６７

□
さ
く
ら
苑
地
域
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト（
さ
く
ら
苑
）／
市
民

／　

月
７
日
午
後
２
時
〜
３
時

１２

　

分
／
さ
く
ら
苑
／
コ
ロ
ラ
ト

３０ゥ
ー
ラ
ソ
プ
ラ
ノ
で
歌
う
懐
か

し
の
歌
／
ソ
プ
ラ
ノ

：

矢
澤
知

嘉
子
、 
ピ
ア
ノ 

：

伊
藤
幸
子
／
■問
 

さ
く
ら
苑　

―　

―
３
９
３
９

０４２

５６４

□
公
認
Ｓ
４
級
審
判
資
格
更
新

講
習
会
（
公
開
学
習
会
）（
東
大

和
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
／
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
Ｓ
４
級

審
判
員
／　

月
７
日
午
後
５
時

１２

〜
９
時
／　

人
（
申
込
順
）
／

４０

中
央
公
民
館
／
■講
 

東
京
都
サ
ッ

カ
ー
協
会
（
審
判
委
員
会
か
ら

派
遣
）
／
費
用
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
／
■持
 

筆
記
用
具
、

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用

（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

①
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

市
内
在
住
で
、
平
成　

年
４

２６

月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１
日

２７

の
間
に　

・　

・　

・　

・　

・

４０

４５

５０

５５

６０

　

・　

歳
に
な
る
女
性
／
平
成

６５

７０

　

年
１
月
５
日
豺
〜
２
月　

日

２７

２８

貍
（
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除

く
）
／
市
内
指
定
医
療
機
関
／

　

人
／
問
診
、
骨
量
測
定
検
査

２５０②
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

市
内
在
住
で
、
今
ま
で
に
市

の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け

て
い
な
い　

歳
以
上
の
方
／
平

４０

成　

年
１
月
５
日
豺
〜
２
月　

２７

２８

日
貍
（
医
療
機
関
の
休
診
日
は

除
く
）
／
市
内
指
定
医
療
機
関

／　

人
／
問
診
、
血
液
検
査

１００
③
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
女

２０

性
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く

（
平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年

２５

２６

　

月
の
間
に
市
の
子
宮
頸
が
ん

１１検
診
を
受
け
た
方
、
ク
ー
ポ
ン

券
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
け
た
方
、
今
年
度
子
宮
頸
が

ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
）

／
平
成　

年
１
月
５
日
豺
〜
２

２７

月　

日
貍
（
医
療
機
関
の
休
診

２８
日
は
除
く
）
／
阿
部
産
婦
人
科
、

川
田
医
院
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
マ
リ
ア
ヴ
ィ
ラ
、
東
大

和
病
院
／　

人
／
問
診
、
子
宮

６００

頸
部
の
細
胞
採
取
と
検
査

【
検
診
の
申
込
方
法
】

�
は
が
き

：

次
の
と
お
り
記
入

し
、　

月
８
日
豺
（
消
印
有
効
）

１２

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
検
診
の

申
込
み
と
し
ま
す
。

※
③
は
第
１
〜
３
希
望
医
療
機

関
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
窓
口

：　

月
８
日
豺
午
後
５

１２

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
電
子
申
請

：

③
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。　

月
８
日
豺
ま
で

１２

に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
、
申

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

開始時間受付時間健　診　日対象者（生年月日）健　診　名

午後 1 時
午後0時45分
　～1時15分

12月12日（金）平成 26年 8 月 7 日～  8  月26日3～ 4か月児
健 康 診 査

12月16日（火）平成 25年 5 月24日   ～  6  月11日1歳 6か月児
健 康 診 査

12月19日（金）平 成 23年10月23日      ～11月10日3 歳 児
健 康 診 査 12月26日（金）平 成 23年11月11日      ～11月30日

12月 9 日（火）平成21年 9 月14日 　   ～ 9 月28日5 歳 児
健 康 診 査

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、

　
　
　
　
　  

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
ご
案
内 

け
い 

東大和教育委員会キャラクター 

やまとっくん　と　こころちゃん 

東
大
和
市
中
央
3
　
　
　
1

※
○
○
○
○
申
込
み（
希
望
 

　
す
る
検
診
名
を
記
入
）
 

918

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行
 

2 0 7 0 0 1 51. 申込者の住所 
2. 氏名（ふりがな） 
3. 生年月日・年齢・性別 
 ※性別は肝炎のみ 
4. 電話番号 
5. 【子宮頸がん】 
　・第1～3希望医療機関 　 
  ※必ず第3希望まで 
　　記入してください。 

（はがきウラ） 

－
 

－
 

52円分 
の 
切手 

消防団員募集中～若いあなたの力が必要です／問合せ　防災安全課・内線 1351 まで
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最
新
版
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
／
■申
 
　
１２

月
３
日
ま
で
に
東
大
和
市
サ
ッ

カ
ー
協
会　

―
８
４
４
０
―
６

０９０

０
７
４
へ
。

□
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同

作
業
所
連
絡
会
）
／　

月　

日

１２

１５

〜　

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１９

３０

４
時　

分
（　

日
は
午
前　

時

３０

１５

１０

か
ら
。　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１９

／
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
／

革
工
芸
品
、
手
工
芸
品
、
陶
芸

品
、
菓
子
等
の
展
示
・
販
売
／

■問
 

ラ
イ
ブ
リ
ィ
工
房　

―　

―

０４２

５６７

２
５
１
３

□
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
ス
ペ
ー
ス
２
０

１
４（
国
立
音
楽
大
学
）／　

月
１２

　

日
午
後
１
時
〜
５
時　

分
／

２３

３０

国
立
音
楽
大
学
新
１
号
館
／
音

楽
遊
び
、
子
ど
も
と
の
触
れ
合

い
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
／
■問
 

伊

藤　

―
５
５
４
２
―
０
６
９
４

０７０
□
今
か
ら
で
も
間
に
合
う
都
立

高
校
入
試
対
策
講
座
（
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
／
市
内
在

住
の
中
学
３
年
生
で
現
在
塾
に

通
っ
て
い
な
い
方
／　

月　

日

１２

２５

〜　

日
、
平
成　

年
１
月
６
日

２７

２７

〜
８
日
午
後
６
時
〜
９
時　

分
３０

／
南
街
公
民
館
／　

人
（
申
込

３０

順
）
／
英
語
・
数
学
の
過
去
問

及
び
予
想
問
題
対
策
／
■講
 

鈴
木

啄
己
／
■持
 

筆
記
用
具
／
■申
 
　

月
１２

　

日
ま
で
に
飯
坂　

―
３
９
０

２２

０９０

３
―
０
７
３
６
へ
。

□
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
募
集

（
東
大
和
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
）
／
市
民
／
毎
週
月
・
木

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
／
桜
が

丘
市
民
広
場
／
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
体
験
等
／
■入
 

二
千
円
／
■月
 

　

円
／
■問
 

嶋
田　

―　

―
２
５

３００

０４２

５６２

４
５

□
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ
／

医
療
法
等
に
よ
り　

月　

日
現

１２

３１

在
の
届
出
が
必
要
で
す
。
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
は
届

出
を
、
保
健
師
・
助
産
師
・
看

護
師
・
准
看
護
師
・
歯
科
衛
生

士
・
歯
科
技
工
士
は
業
務
従
事

者
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
／

都
内
保
健
所
で
配
布
す
る
届
出

用
紙
を
平
成　

年
１
月　

日
ま

２７

１５

で
に
保
健
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
■問
 

／
東
京
都
福
祉
保
健
局

医
療
人
材
課　

―
５
３
２
０
―

０３

４
４
３
４
、
薬
務
課　

―
５
３

０３

２
０
―
４
５
０
３（
薬
剤
師
の
み
）

□
調
理
師
免
許
取
得
者
の
皆
さ

ん
へ
／
調
理
師
法
に
よ
り
、
都

内
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い

る
調
理
師
免
許
取
得
者
は
、　
１２

月　

日
現
在
の
就
業
場
所
等
の

３１
届
出
が
必
要
で
す
／
都
内
保
健

所
で
配
布
、
ま
た
は
東
京
都
福

祉
保
健
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
届
出
用

紙
を
、
平
成　

年
１
月　

日
ま

２７

１５

で
に
指
定
の
受
理
機
関
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
／
■問
 

東
京
都
福

祉
保
健
局
健
康
安
全
課　

―
５

０３

３
２
０
―
４
３
５
８

□
地
デ
ジ
難
視
対
策
の
各
種
支

援
は
終
了
し
ま
す
／
国
が
実
施

し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対
策
の

各
種
支
援
制
度
は
、
平
成　

年
２７

３
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事

を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く

と
も　

月
末
ま
で
の
申
込
み
が

１２

必
要
で
す
。
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
／
■問
 

総
務
省
地

デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�
０
５

７
０
―　

―
０
１
０
１

０７

□
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合 
平
成　

・　

年
度
競
争
入
札

２７

２８

参
加
資
格
登
録
申
請
／
建
設
工

事
（
設
計
・
測
量
等
含
む
）、
物

品
買
入
れ
（
委
託
含
む
）
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
／
申
請
期

間

：　

月
３
日
〜
平
成　

年
１

１２

２７

月　

日
／
申
請
書
等
は
同
組
合

１９
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http：

//w
w
w
.

km
y-eiseikum

iai.jp/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
／

■問
 

同
組
合
総
務
課
財
務
係
�　
０４２

―　

―
４
３
４
５

３４１

�

■
下
水
道
管
清
掃
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
下
水
道
管
の
流
下

機
能
の
回
復
等
を
目
的
と
し
て
、

定
期
的
に
下
水
道
管
の
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
作
業
は
道
路
上
で
行
い

ま
す
が
、
公
共
汚
水
ま
す
の
ふ

た
を
開
け
る
た
め
に
、
民
地
内

に
委
託
業
者
が
立
ち
入
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
腕
章

及
び
身
分
証
明
書
を
持
っ
た
作

業
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

月
上
旬
〜
平
成　

年
２

１２

２７

月
中
旬
（
予
定
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
／
清
掃
予
定
場
所

新
堀
１
〜
３
丁
目
、
向
原
１
〜

６
丁
目
の
一
部
、
清
水
２
〜
５

丁
目
の
一
部
、
高
木
３
丁
目
の

一
部
、
狭
山
４
・
５
丁
目
の
一

部
ほ
か
（
市
内　

か
所
）
／
下

４４

水
道
課
・
内
線
１
２
３
３
ま
で
。

■
農
地
を
転
用
し
た
土
地
に
対

す
る
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
　

市
で
は
、
昭
和　

年
２
月
に

５１

「
公
共
下
水
道
事
業
」
に
着
手

し
て
以
来
、「
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
制
度
」
に
よ
り
建
設

費
の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
賦
課
区

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
に
賦
課

さ
れ
ま
す
が
、
農
地
に
つ
い
て

は
徴
収
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
を
転
用
し
て
宅
地
等
に
し

た
場
合
に
は
、
受
益
者
負
担
金

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地
区

画
整
理
事
業
施
行
地
区
内
の
農

地
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

今
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
第
３
期
分
の
納
付
月
で

す
。
納
期
限
は　

月　

日
貅
と

１２

２５

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
入
通

知
書
に
記
載
し
て
い
る
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

徴
収
猶
予
を
受
け
て
い

た
農
地
で
、
宅
地
等
に
転
用
し

た
土
地
／
負
担
金
額　

賦
課
対

象
面
積
に
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り　

円
を
乗
じ
て
得
た
額
／

３００

詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
／
下
水
道
課
・

内
線
１
２
３
１
ま
で
。

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催
に

伴
い
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

　

第　

回
東
大
和
市
ロ
ー
ド
レ

４９

ー
ス
大
会
開
催
に
伴
い
、
東
大

和
南
公
園
周
辺
道
路
を
次
の
と

お
り
交
通
規
制
（
迂
回
の
お
願

い
等
）
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

月
７
日
豸
午
前
８
時　

分

１２

３０

〜
午
後
１
時
頃
（
雨
天
の
場
合

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

／
交
通
規
制
区
域　

都
立
東
大

和
南
公
園
周
辺
道
路
（
左
図
の

と
お
り
）
／
社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

■
「
都
営
村
山
団
地
（
後
期
）

建
替
事
業
」
に
関
す
る
環
境
影

響
評
価
書
案
に
係
る
見
解
書
の

縦
覧
・
閲
覧

◎
環
境
影
響
評
価
書
案
に
係
る

見
解
書
の
縦
覧
・
閲
覧

縦
覧
・
閲
覧
期
間　
　

月　

日

１２

１０

貉
〜
平
成　

年
１
月
５
日
豺

２７

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
休
館
日

及
び　

月　

日
豺
〜
平
成　

年

１２

２９

２７

１
月
３
日
貍
は
除
く
）／
縦
覧
・

閲
覧
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
４
時　

分
／
縦
覧
場
所

３０

環
境
課
（
市
役
所
３
階
）、
東
京

都
環
境
局
環
境
都
市
づ
く
り
課

（
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
）、東

１６

京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

（
立
川
合
同
庁
舎
４
階
）
／
閲
覧

場
所　

上
北
台
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
都
民
の
意
見
を
聴
く
会

　

本
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評

価
書
案
の
縦
覧
と
併
せ
て
募
集

し
ま
し
た
が
、
都
民
の
意
見
書

の
提
出
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

開
催
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
環
境
局
環

境
都
市
づ
く
り
課
�　

―
５
３

０３

８
８
―
３
４
４
０
へ
。

■
平
成　

年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通

２６

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
続
く
第
三
の
交
通
安
全
運

動
と
し
て
、
年
末
期
に
多
発
す

る
交
通
事
故
及
び
渋
滞
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
平
成

　

年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ

２６ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が　

月
１
日
豺

１２

〜
７
日
豸
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

重
点
項
目　

①
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
②
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
③
飲
酒
運

転
の
根
絶
④
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止
⑤
違
法
駐
車
対
策
の
推

進
／
東
大
和
警
察
署
�　

―　
０４２

５６６

―
０
１
１
０
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成　

年
４
月
１
日
付
で

２７

採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
、
募
集
案
内
及
び
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

採
用
職
種　

一
般
事
務
／
応
募

資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
以

５５

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
方
（
平
成　

年
２７

３
月
に
高
等
学
校
卒
業
見
込
み

の
方
を
含
む
）
／
採
用
人
数

１
人
／
採
用
試
験　

第
一
次
試

験

：

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
等
に

よ
る
書
類
選
考
試
験
、
第
二
次

試
験

：

教
養
試
験（
平
成　

年
１

２７

月　

日
豸
）
／
募
集
要
項
の
配

１８
布　
　

月
１
日
豺
〜
５
日
貊
の

１２

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時

３０

　

分
ま
で
の
間
、
シ
ル
バ
ー
人

１５材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
配
布
し

ま
す
／
募
集
案
内
及
び
募
集
要

項
等
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
／
応
募

受
付　
　

月
８
日
豺
〜　

日
貉

１２

１０

／
提
出
書
類　

当
セ
ン
タ
ー
規

定
の
履
歴
書
、
受
験
票
等
／
応

募
書
類
は
、
原
則
と
し
て
本
人

が
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理

に
よ
る
提
出
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
成
年
後
見
人
（
保
佐
人
・
補

助
人
）
と
し
て
活
動
中
の
方
へ

　

あ
ん
し
ん
東
大
和
で
は
、
成

年
後
見
人（
保
佐
人
、
補
助
人
）

と
し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
／
あ
ん
し
ん
東

大
和　

―　

―
０
０
１
８
へ
。

０４２

５９０

◎
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン

活
動
や
車
い
す
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
費

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
個
人
、事
業
所
、

団
体
か
ら
の
募
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
／
社
会
福
祉
協
議
会　
０４２
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―
０
０
１
２
へ
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☆ むこうはら児童館　�042-563-1858 ☆
□工作教室（チューブ・プレーンを作って飛ばそ
う）／小学生／１２月４日午後３時３０分～４時３０分
□ちびっこあつまれメリークリスマス（音楽あそ
び）／乳幼児／１２月１１日午前１０時３０分～１１時３０分
□クリスマス会／小学生以上／１２月１１日午後３時
３０分～４時３０分
□あそびの日（玉合戦）／小学生／１２月１７日午後
３時５０分～４時３０分
☆ きよはら児童館　�042-565-6021 ☆
□スポーツ大会（卓球大会）／小学生／１２月１０日
／１・２年生は午後２時３０分から、３・４年生は
午後２時５０分から、５・６年生は午後３時２０分か
ら／各回１６人（申込順）／申込受付は１２月２日か
ら９日まで。
□えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以
上／１２月１６日午後３時～３時３０分
□ちびっこクリスマス会／乳幼児／１２月２４日午前
１０時３０分～１１時４５分
□クリスマス会／幼児以上／１２月２４日午後３時～
４時３０分
☆ ならはし児童館　�042-562-3600 ☆
□絵本の部屋／小学生以上／１２月４日午後３時～
３時３０分
□クリスマス会「イチゴたんてい」／小学生以上
／１２月１０日午後３時～４時３０分
□ちびっこクリスマス会『人形劇団「 雁 」のパネ

かり

ルシアター・人形劇』／未就学児親子／１２月１７日
午前１０時３０分～１１時３０分
☆ なんがい児童館　�042-567-2441 ☆
□なんがいフェスティバル２０１４／幼児以上／１２月
６日午後１時３０分～４時／模擬店、ゲームコーナ
ー等／チケット（１枚１００円）は販売中です。無く
なり次第終了します。
□忍者道場／小学生以上／１２月１７日午後３時３０分
～４時５０分／１５人（申込順）／風呂敷
□ちびっこクリスマス会／乳幼児／１２月１８日午前
１０時３０分～１１時３０分
☆ さくらがおか児童館 �042-567-2237 ☆
□ちびっこクリスマス会／乳幼児／１２月１７日午前
１０時３０分～１１時３０分
□クリスマス会／小学生以上／１２月１７日午後３時
３０分～４時３０分
☆ かみきただい児童館 �042-567-2884 ☆
□ちびっこワールド／５歳までの乳幼児／１２月５
日（親子で読もう楽しい絵本）・１２日（ちびっこク
リスマス会／記念撮影ができます）午前１０時３０分～
１１時１５分
□ベビママ／生後２か月～１歳の乳幼児／１２月１７
日午前１０時１５分～１１時３０分
□すくすくクラブ（０歳児～２歳児の発達と関わ
り方～言葉を通して～）／５歳までの乳幼児／１２
月１９日午前１０時３０分～１１時３０分
□クリスマス会／幼児・小学生以上／１２月２０日午後
２時～３時／ブラックパネルシアター等
※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
定員になり次第締め切り）。   受付時間は月～土
曜日の午前１０時～午後６時（祝日は除く）。

※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

東大和南公園 

桜が丘 
市民広場 

桜が丘団地 

至
東
大
和
市
駅 

市民 
体育館 

車両交通規制 
車両交通規制 

車線規制の案内図 

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は大変混雑しています。駅までおおむね800 メートル以内にお住まい
の方の自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで
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写
真
は
、
狭
山
公
園
で
赤
く

色
づ
い
た
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
木
。

針
葉
樹
で
は
珍
し
く
、紅
葉
し
、

落
葉
も
し
ま
す
。

　

「
生
き
た
化
石
」
と
も
呼
ば

れ
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
。
昭
和　
２０

年
に
中
国
で
生
き
た
樹
木
が
見

つ
か
る
ま
で
、
化
石
で
し
か
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
に
入
っ
て
来
た
の
は
昭

和　

年
以
降
で
、
街
路
樹
と
し

２４
て
各
地
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
植
え
ら
れ
た
樹
木
は
、

写
真
の
よ
う
な
立
派
な
大
樹
に

な
っ
て
、
今
年
も
き
れ
い
な
紅

葉
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

葉
が
落
ち
る
前
に
、
ぜ
ひ
様
々

な
木
の
紅
葉
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

メタセコイアの紅葉

お問合せ　郷土博物館
� ０４２- ５６７- ４８００

〈コナラのドングリ〉

４日～１０日
　　　人権パネル展、

男女共同参画に
関するパネル展
示（市役所１階
市民ロビー）

７日　�ロードレース
大会（都立東大
和南公園　ほか）

　　　�東大和市障害
者理解促進事業
「見えない世界
を知ろう～視覚
障害者とともに
～」（中央公民館
ホール）
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代
と
と
も
に
人
々
の
生
活
様
式

が
多
様
化
し
、
そ
の
役
割
や
姿

は
、
残
念
な
が
ら
変
わ
り
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
に
あ
わ

せ
て 
可 か 
憐 
な
花
が
咲
い
て
い
た

れ
ん

「
里
山
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
の
大
切
な
憩
い
の
場
と
し

て
の
空
間
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

保
全
活
動
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

か
つ
て
の
装
い
を
取
り
戻
す

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
良
い
の
か
、「
何
事
も
手

入
れ
を
怠
る
べ
か
ら
ず
」
と

自
分
自
身
に
も
言
い
聞
か
せ

て
、
思
案
に
暮
れ
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　

市
の
北
部
の
狭
山
丘
陵
、

か
つ
て
は
人
々
の
生
活
に
身

近
な
「
里
山
」
と
し
て
、
多

く
の
自
然
の
恵
み
を
も
た
ら

し
、
子
ど
も
た
ち
の
格
好
の

遊
び
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
生
い
茂
る
木
々

の
間
か
ら
陽
が
差
し
込
み
、

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
「
里

山
」
で
あ
り
ま
し
た
が
、
時

　１０月１７日、東大和警察署と東大和地区防犯協
会から、ごみ収集車に貼り付けるステッカー２４
枚が寄贈されました。ステッカーは縦２０センチ
横６０センチで、「母さん助けて詐欺　撲滅運動実
施中!!」のメッセージが入っています。市民がよ
く目にする身近なごみ収集車を利用し、悪質な
特殊詐欺への注意を呼びかけています。

�「母さん助けて詐欺」撲滅キャンペーン
　～ステッカーが寄贈されました～

　９月に開催された第６１回全国茶審査技術競技
大会（全国茶業連合青年団開催）で東京代表の
鈴木 敬済 さん（桜が丘在住）が個人の部で優勝

たかずみ

しました。同大会は、味・香り・外観等で品種
や生産地などを判定するお茶の審査技術を競う
大会です。鈴木さんは、『優勝できてとても嬉し
いです。「夢を諦めなければ必ず 叶 う時が来る」

かな

と言われたことを実感することができました。
今後もこの業界で更なる高みを目指して頑張ろ
うと思います』と今後の意気込みを語りました。

�全国茶審査技術競技大会で優勝
　～お茶の目利き　日本一に輝く～

あ な た の ま ち か ら  
まちの話題をお寄せください。 
問合せ　秘書広報課・内線1412まで。 

△

法律相談／毎週金曜日、午前９時～正午△

人権身の上悩みごと相談／１８日 （木）、午前９時３０
分～正午△

税務相談／１８日 （木）、午後１時～４時△

登記相談／１８日 （木）、午後１時～４時△

行政苦情相談／２５日 （木）、午前９時３０分～正午△

交通事故相談／２５日 （木）、 午後１時３０分～４時△

不動産取引相談／１１日 （木）、午前９時～正午△

行政手続相談／１１日 （木）、午後１時～４時
※以上予約制／秘書広報課・内線１４１３まで。△

市民相談／月～金曜日、午前８時３０分～午後５
時／秘書広報課・内線１４１３△

多重債務相談／１０日 （水）、午後１時～４時（５日
（金）までに要予約）／市民生活課・内線１７１３△

消費生活相談／毎週月・水・金曜日、午前１０時～
午後４時（予約優先）／市民生活課・内線１７１３△

男女共同参画相談／月～金曜日、午前９時～午後
５時（予約制）／市民生活課・内線１７１５△

子育て総合相談／月～土曜日、午前９時～午後
５時／子ども家庭支援センター�０４２－５６５－３６５１△

児童・家庭相談（専門）／１６日 （火）、午後１時～３時
（予約制） ／ 子ども家庭支援セ ン タ ー�０４２－５６５ － ３６５１△

ひとり親・女性相談／月～金曜日、午前９時～
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線１７６５△

福祉なんでも相談／月～金曜日、午前９時～午
後５時／社会福祉協議会�０４２－５64－0012△

健康相談／５日（金）、午前１０時～１１時３０分／向原
市民センター／市立保健センター�０４２－５６５－５２１１△

教育相談／月～金曜日、午前１０時～午後５時／
さわやか教育相談室�０４２－５６２－７９１１△

職業相談／月～金曜日、午前９時～午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線１１９４△

高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
～土曜日、午前９時～午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ�
０４２－５６３－８７７７・きよはら�０４２－５９０－１１３８・な
んがい�０４２－５６６－８１３３△

障害者（身体・知的）相談／毎週水曜日午前９時～
正午（予約制）／社会福祉協議会�０４２－５６４－００１２
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

今 月 の 相 談

　ＮＰＯ法人東大和ごみレスくらぶは、食器の
リユース活動を平成２７年３月までの毎週木曜日
に市役所１階市民ロビーで行っています。これ
は、家庭で不用になった食器（新品・中古）を
回収し、お使いいただける方に無料でお譲りす
ることで、再度使用していただくものです。同
くらぶ代表の内野さんは「リサイクルに関して
意識の高い市民の方が多く、たくさんの食器を
お持ちいただいています。この活動を通して、
さらにごみ減量のためにできることを、足元か
ら実践していこうと思います」と語りました。

�不用食器の回収と無料配布を行います
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市
長
コ
ラ
ム
 

 

〜
手
入
れ
の
大
切
さ
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

東
大
和
市
長
　
尾
崎
保
夫

蜷
日
本
一
の
目
利
き
に
輝
い
た
鈴
木
敬
済
さ
ん（
写
真
左
）

▲ステッカーを寄贈した東大和警察署の奥本公雄署長（写真中央）、
　東大和地区防犯協会の柳下今朝雄会長（写真左）

12月 27日貍の市役所本庁舎の窓口業務はお休みします 市役所本庁舎の窓口業務は、12月 27日貍から平成 27年 1月 4日豸までお休みとなります。
この間の市役所本庁舎の土曜窓口業務もお休みします／問合せ　企画課・内線 1424 まで。


